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市
制
と
と
も
に
、
広
報
紙
「
宇
治
市
政
だ
よ

り
」
も
今
号
で
発
行
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
市
制
施
行
当
時
は
人
口
も
三

万
八
千
人
余
り
で
、
発
行
部
数
も
八
千
部
に
す

ぎ
な
か
っ
た
広
報
紙
も
、
現
在
で
は
五
万
五
千

部
を
こ
え
、
市
の
急
速
な
発
展
ぶ
り
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
が
市
制
を
施
行
し
た
の

が
、
今
か
ら
三
十
年
前
の
昭
和
二

土
〈
年
三
月
一
日
。
　

そ
の
当
時
の
こ
と
が
「
宇
治
市

史
‘
第
四
巻
に
、
「
新
し
い
都
市

建
設
＊
＞
ｆ
ｉ
ざ
し
て
昭
和
二
土
八
年

十
月
に
は
京
都
大
学
武
居
高
四
郎

教
授
奎
専
門
委
員
に
抑
叉
、
土
木

課
全
員
で
都
市
計
画
の
た
め
の
基

礎
調
査
に
着
手
す
る
と
共
に
、
宇

治
市
金
庫
の
設
置
、
福
祉
事
務
所

の
開
設
、
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」

の
発
刊
、
小
倉
双
葉
園
保
育
所
開

設
、
市
観
光
案
内
所
開
設
（
以
上

昭
和
二
士
〈
年
）
、
…
…
」
と
書
か

れ
で
い
康
す
。
新
し
ぐ
近
代
的
都

市
建
設
め
ざ
し
て
、
各
種
の
事
業

に
着
手
し
た
様
吊
か
シ
か
が
え
ま

す
。
　

昭
和
三
十
年
以
降
、
京
都
・
大

阪
の
大
都
市
近
郊
の
衛
生
都
市
と

し
で
の
性
格
差
強
め
で
い
っ
た
市

４
昭
和
三
十
年
六
月
の
広
報
紙
〈
当
時
は
「
宇
治
市
政
」
に
改
題
さ
れ
て
い
る
）

で
は
、
急
激
な
住
宅
開
葱
宅
れ

に
伴
ラ
人
口
増
加
が
は
じ
ま
ひ
、

昭
和
五
十
四
年
八
月
に
は
十
五
万

人
を
こ
え
ま
し
た
。
　

広
報
芋
望
言
に
、
市
の
あ
ゆ

み
と
軌
を
一
に
し
で
、
そ
の
時
々

の
市
の
事
業
、
行
事
や
市
民
牛
吝

の
う
つ
昨
ふ
わ
り
少
報
じ
て
き
ま

し
た
‥
　

市
制
茜
足
当
時
か
ら
、
広
報
の

主
要
な
媒
体
で
あ
る
広
報
紙
は
、

昭
和
二
土
〈
年
十
二
月
に
第
一
号

を
発
行
。
Ｂ
5
判
八
ペ
ー
ジ
か
基

準
と
し
で
編
集
が
行
ｐ
れ
、
印
刷

部
数
は
八
千
前
後
で
し
た
。
　

記
事
内
容
も
、
市
の
行
政
を
中

心
に
し
た
も
の
で
市
政
の
あ
り
方

を
解
説
的
に
取
ぴ
上
げ
る
方
法
で

市
民
と
市
政
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
努
力
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

　
宇
治
市
政
だ
よ
り
発
行
三

十
周
年
を
記
念
し
て
、
「
宇

治
市
政
だ
よ
り
縮
刷
版
」
全

二
巻
を
来
年
二
月
に
刊
行
し

六
年
以
来
の
わ
が
市
の
歴
史

を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
り

ま
す
。
　

な
お
、
限
定
部
数
夕
販
売

ま
す
。
　

こ
の
縮
刷
版
は
、
昭
和
二

土
〈
年
の
創
刊
号
か
ら
、
昭

和
五
土
八
年
の
十
二
月
一
日

号
艮
丿
改
録
。
昭
和
二
十

縮
刷
版
を
刊
行
し
ま
す

の
後
、
内
容
も
、
市
民
隻
翠
豊

か
に
す
る
方
向
へ
と
質
的
な
向
上

が
み
β
れ
る
ぷ
っ
に
な
り
、
紙
面

の
拡
大
、
発
行
回
数
の
増
加
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　

現
在
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
に
な
っ

し
ま
す
。
頒
布
は
来
年
二
月

下
旬
の
予
定
で
す
。
（
Ａ
4

版
、
全
二
巻
で
総
二
、
〇
一
八

四
ペ
ー
ジ
、
上
製
本
、
頒
価

は
禾
定
）
（
文
書
広
報
課
）

た
の
は
昭
和
二
十
九
年
十
月
（
第

三
十
八
号
）
か
ら
で
、
昭
和
五
十

年
二
月
か
ら
は
現
在
の
月
三
回
発

行
と
な
り
、
読
み
や
す
く
親
－
＞
？
’

や
す
い
紙
面
へ
と
努
力
か
続
け
て

き
ま
し
た
。

市
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
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毎
月
、
一
・
十
一
・
二
十
一
日
に
発
行
さ
れ
る
市
政
だ

よ
り
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
っ
て
い
る
で
し
よ

・
ｒ
v
o
°
職
場
原
田
禦
さ
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
で
き
る

投
書
欄
を
　
　

松
本
敏
子
さ
ん
　
　
　

（
五
ヶ
庄
・
主
婦
）

　
読
み
や
す
い
雰
か
り
や
す
く

で
き
で
い
李
ア
ね
。
　

催
し
物
な
べ
毎
号
目
鷺
週
し

て
い
ま
す
。
図
書
に
興
味
が
あ
り

ま
す
の
で
、
松
谷
み
よ
子
さ
ん
の

記
念
講
演
会
や
、
十
一
月
の
市
民

文
化
祭
の
無
料
拝
観
券
か
莉
用
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
の

催
し
で
も
行
っ
て
見
た
い
と
思
う

も
の
が
あ
る
の
で
す
け
ど
、
吊
と

も
が
ま
だ
小
さ
い
の
で
…
。
　

主
婦
で
す
の
で
、
家
事
の
工
夫

な
芦
役
に
立
つ
こ
と
な
戸
聞
い
て

み
た
い
し
、
投
書
欄
か
設
け
で
意

見
の
交
換
が
出
来
る
ぶ
っ
に
し
で

い
た
だ
け
れ
ぱ
よ
い
と
思
い
康
す
。

　
「
ご
み
収
集
日
」
は

必
読
で
す
　
　
　

木
下
勉
さ
ん
　
　
　

（
小
倉
町
・
自
営
業
）

　
水
道
工
事
と
い
ラ
仕
事
が
ら
、

道
路
の
掘
削
牽
す
る
場
合
、
ご
み

収
集
日
を
避
け
ま
す
の
で
、
必
ず

収
集
日
程
表
を
注
意
し
て
見
て
い

ま
す
。
　

下
水
導
箇
に
関
心
を
痔
っ
で

い
ま
す
の
で
、
進
み
具
合
な
ど
を

知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
町
の
話
題
を
載
せ
て

み
て
は
　
　
　

利
田
友
子
さ
ん
　
　
　

（
大
久
保
町
・
主
婦
）

　
毎
回
、
目
を
通
し
て
ま
す
。
子

ど
も
が
い
求
心
で
、
保
健
衛
生

の
日
程
表
は
保
存
し
て
い
ま
す
。
　

市
の
行
事
の
お
知
ら
せ
蔵
何

が
あ
る
の
か
い
っ
も
見
て
い
ま
す

し
、
参
加
し
で
み
た
い
と
思
う
の

が
よ
く
ぁ
り
ま
す
。
田
舎
の
方
で

は
、
お
く
や
み
記
事
か
載
っ
て
ま

し
た
が
、
町
の
話
題
な
μ
石
載
せ

て
み
で
は
ど
フ
で
し
ょ
シ
か
。

親
し
ま
れ
る

市
政
だ
よ
り
へ

　
市
で
は
、
現
在
、
広
報
紙
「
宇

治
市
政
だ
よ
り
」
を
月
三
回
茜
行

し
、
近
縁
双
送
テ
レ
ビ
で
、
週
一

回
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」
舎
辰
送

し
て
市
政
を
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
ぷ
っ
努

め
て
い
ま
す
。
。
　

昨
年
一
月
に
実
施
し
た
市
民
意

識
調
査
で
は
、
市
政
の
動
吝
や
市

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
主
に
何

で
知
ら
れ
る
か
を
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
、
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」
で

と
答
え
ら
れ
た
人
が
九
四
・
三
％

お
ら
れ
、
「
新
聞
」
が
五
三
・
二

％
、
『
市
か
ら
の
回
覧
物
』
が
十

九
・
一
％
と
い
之
Ⅲ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
　

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
宇
治
市
政

だ
よ
り
」
が
、
市
民
と
市
政
夕
結
ぷ

大
き
な
役
割
を
ほ
た
し
て
お
り
、

市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
力
か
痔

っ
て
い
る
こ
と
が
シ
か
が
え
ま
す
。
　

広
報
紙
の
役
割
も
、
市
政
の
動

き
や
、
市
の
事
業
な
ど
里
方
的

に
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
が
け
で

な
ぐ
、
広
報
紙
な
ど
お
し
て
、
市

の
か
か
え
で
い
る
問
題
な
ど
聖
巾

民
と
と
も
に
考
え
る
働
き
が
要
求

さ
れ
て
い
ま
す
。
　

今
年
四
月
か
ら
は
、
吝
君
夭

書
Ｘ
す
る
な
ど
紙
面
の
改
善
を
し

ま
し
た
。
新
し
い
市
民
が
多
い
本

市
に
と
っ
て
広
報
紙
が
市
民
と
市
、

市
民
と
市
民
か
結
び
「
や
す
ら
ぎ

と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
」
に
貢
献
で
き
る
ぷ
フ
、

今
後
と
も
、
親
し
奔
れ
、
読
み
や

す
い
広
報
紙
づ
ぐ
り
忿
め
ざ
し
、

内
容
も
充
実
さ
せ
で
い
き
た
い
と

老
疋
で
い
ま
す
。
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に
し
よ
う
。
　

根
島
合
戦
や
宇
治
川
改
修
と

と
も
に
、
宇
治
と
い
ラ
地
域
に

お
け
る
嵯
芦
の
到
来
麗
″

明
に
印
亀
つ
け
た
で
き
ご
と
に

近
衛
家
相
伝
の
家
傾
五
ヶ
庄
を

収
公
し
て
敢
行
さ
れ
た
煙
奪

院
黄
槃
山
万
福
寺
の
創
建
が
あ

る
。
家
領
五
ヶ
庄
と
近
衛
家
と

の
長
い
歴
史
に
つ
い
’
に
ほ
す
で

さ
れ
た
こ
と
に
よ
ｎ
’
、
竿
治
川

東
岸
域
の
歴
史
の
流
れ
は
急
激

な
変
容
政
琉
』
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
突
如
出
現
し
た
禅
宗

万
福
寺
の
異
興
在
大
な
姿
は
、

こ
れ
か
み
る
者
に
是
非
Ｍ
ｌ
Ｃ

せ
ず
歴
史
の
転
換
を
認
識
Ｗ
ｆ
ｅ
）

た
に
ち
が
い
な
い
。
　

ち
な
み
に
、
平
等
院
の
対
岸

に
興
聖
寺
が
創
建
鳶
谷
洞
宗

「
栄
治
・
黄
槃
図
い
と
い
急
ハ

曲
一
双
の
屏
風
が
残
征
れ
で
い

る
。
宇
治
川
敬
友
隻
・
右
隻
で

つ
な
い
w
れ
ぞ
れ
に
沿
岸
の

寺
社
か
猫
き
、
ま
た
橋
の
往
来

や
茶
園
を
画
材
に
と
り
い
れ
る

と
い
う
手
法
に
特
に
新
味
は
な

い
が
、
む
し
互
こ
こ
で
問
題

に
す
べ
き
な
の
は
、
左
隻
に
創

建
次
も
な
い
万
福
寺
監
理
置

宇
治
・
黄
檗
の
図

の
道
冗
禅
が
再
興
脊
れ
た
の
は
、

万
福
寺
よ
り
少
し
前
の
慶
安
元

年
（
一
六
四
八
）
の
こ
と
、
し

た
が
っ
て
、
宇
治
川
の
東
岸
域

は
、
こ
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
二
つ

．
の
禅
宗
の
拠
点
か
石
つ
特
異
な

世
界
に
変
容
し
た
と
い
っ
で
も

．
よ
い
だ
う
コ
．
　

土
佐
派
の
絵
師
法
橋
冗
休
の

描
い
た
も
の
に
、
金
地
着
色
の

確
め
ぐ
だ
さ
い
。
　

宇
治
市
を
管
轄
し
て
い
る
の
は

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
で
す
。
　

な
お
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
や
請
求
手
続
き
な
芦
ほ
、
従
来

ａ
ｊ
ｉ
？
ａ
宇
治
市
保
険
年
金
課
で
取

訪
扱
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

（
保
険
年
金
課
）

つ
た
法
善
刀
休
の
動
機
だ
う
コ
。

右
隻
の
平
等
院
と
対
置
し
で
左

隻
に
万
福
寺
か
独
立
さ
せ
た
ｔ

休
の
題
材
に
は
、
宇
治
川
か
ほ

岑
な
倉
次
れ
た
こ
の
両
寺
院

が
対
照
し
て
み
せ
た
新
古
の
意

識
が
強
く
働
い
で
い
た
な
え

る
べ
き
で
あ
る
。
　

万
福
寺
を
中
心
と
し
た
牢
島

川
の
東
岸
域
は
、
や
が
て
異
国

情
緒
豊
か
な
独
自
の
文
化
的
世

界
奮
屎
Ｕ
で
い
っ
た
。
一
方
。

か
つ
て
の
別
業
地
の
風
土
か
汲

徴
す
る
平
等
院
え
芒
の
界
わ
い

は
、
京
都
観
光
圏
の
拡
大
に
と

保
育
所
の
入
所
受
付

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
保
育
所
入

所
受
付
か
沢
の
要
領
で
竹
い
ま
す
。
　

〈
入
所
申
込
み
で
き
る
人
〉
　

来
年
四
月
一
日
現
在
で
、
生
後

六
ヵ
月
以
圭
ハ
歳
末
満
の
乳
幼
児

で
、
母
親
が
家
庭
ま
た
は
外
で
仕

事
か
じ
で
い
る
な
ど
で
保
育
で
き

な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。
　

ま
た
、
北
木
幡
保
育
所
、
明
星

保
育
園
、
あ
さ
ひ
保
育
園
、
善
法

保
育
所
、
宏
擬
育
所
、
横
島
保

育
所
、
北
小
倉
保
育
所
、
小
倉
双

葉
園
保
育
所
、
大
久
保
保
育
所
、

く
り
く
ま
保
育
園
の
十
保
育
所
國

で
は
、
五
十
七
年
一
月
三
十
一
日

現
在
に
出
生
届
が
出
さ
れ
て
い
る

生
堡
ハ
週
間
以
上
の
乳
児
も
保
育

の
申
込
み
が
で
章
柔
す
。
　

〈
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
〉
　

申
込
用
紙
は
、
十
二
月
土
〈
日

㈲
以
降
に
各
保
育
所
ま
た
は
、
福

祉
事
務
所
保
育
課
で
配
布
し
康
す
。

　
必
要
書
類
は
、
母
親
の
在
職
証

明
書
な
芦
保
育
で
き
な
い
証
明
書

と
五
土
〈
年
分
の
源
泉
徴
収
票
な

入所受付と場所

も
な
っ
で
、
文
人
が
往
来
す
る

洛
外
拠
点
の
仇
ご
つ
と
化
し
て

い
く
。
「
宇
治
・
黄
栞
胴
で

法
徘
刄
休
が
堡
易
け
て
み
せ

た
両
岸
の
対
比
こ
そ
、
宇
治
川

が
体
現
し
た
著
し
い
歴
史
の
転

換
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
兌
防

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　

（
歴
史
資
料
室
）

宇
治
・
黄
彙
図
屏
風
（
左
隻
）
に
み
る
万
福
寺

戸
但
証
明
書
で
す
・
早
め
に
ご
用

意
ぐ
だ
さ
い
。
　

〈
入
所
沢
何
日
と
場
所
〉
　

毫
呂
と
お
り
で
す
。
ま
た
保

育
所
で
申
込
み
1
座
い
人
は
、

一
月
二
十
一
日
出
と
二
十
二
日
6

に
保
育
課
で
申
込
ん
ｌ
ｙ
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
以
上
の
揖
哲
に
瓦
い

月日（9i！日） 受付場所 対象保育所（a）

1月ll日M
のぼり保育園

北木幡保育所，のぼり保育園．木幡保育所

明星保育園 明星保育園，なかよし保育園

1月12日（火）
北小倉保育所 袱島保育所，北小倉保育所

あさひ保育園 あさひ保育園，三室戸保育園，宇治保育所

1月13日出
伊勢田保育園 西小倉保育所．市浦保育園，伊勢田保育園

くりくま保育園同胞保育園．大久保保育所，くりくま保育園

1月14日困
小倉双葉m保育所ひいらぎ保育園，広野保育所，小倉双葉圃保育所

善法保育所 善法保育所

1月21日附福祉事務所　　

保育課
仝保育所（園）・昼間里親

22日鉛

○受付時間はいずれも午前10時～午後4時です。

む
蚕
児
な
い
事
情
で
申
込
み
で
き

な
い
人
は
一
月
三
十
日
出
十
二
時

ま
一
文
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
一

月
三
十
一
日
に
出
生
届
聚
回
戴

た
人
に
限
り
、
二
月
一
日
に
も
受

付
け
ま
す
。

マ
引
受
ｘ
所
希
望
の
場
合
△
　

五
十
七
年
度
も
引
き
受
叉
所

盈
戮
吝
れ
る
人
は
、
入
所
申
請

書
と
保
育
に
欠
け
る
証
明
書
な
ど

を
一
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
に

現
在
入
所
さ
れ
で
い
る
保
育
所
へ

提
出
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
昼
間
里
親
の

申
込
も
受
付

　
保
育
所
の
ほ
か
に
個
人
の
家
庭

で
保
育
牽
す
る
昼
間
里
親
制
度
も

あ
り
、
こ
の
利
用
者
募
集
も
し
ま

哭
保
育
の
対
象
は
、
来
年
四
月

一
日
現
在
1
震
Ｊ
ハ
週
間
以
上

三
歳
未
満
の
乳
児
で
す
。
　

希
望
者
は
一
月
二
十
一
日
困
と

二
十
二
日
金
の
午
前
十
時
か
ら
千

後
四
時
ま
で
に
保
育
課
へ
申
込
ん

で
ぐ
だ
さ
い
。
（
保
育
課
）

守ろう人権

なくそう差別を
人権週間12月4日～10日

　
一
九
四
八
年
十
二
月
十
日
、

国
連
で
「
世
界
人
指
ｉ
ｌ
ｉ
Ｄ
ｊ
が

採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

人
権
週
間
で
す
。
　

私
た
ち
は
、
憲
法
に
よ
っ
で

基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
で
い

求
か
、
現
実
に
は
、
部
落
差

別
鳶
呼
応
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
で
人
権
を
侵
害
さ
れ
で
い
る

事
実
が
あ
り
ま
す
。
　

そ
こ
で
、
人
権
週
間
を
機
会

に
今
一
度
、
同
和
問
題
に
つ
い

で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
　

就
職
の
機
会
閉
す
　

「
部
落
地
名
総
鑑
」
　

部
落
蕊
裔
入
｀
・
‘

ご
存
知
で
し
よ
シ
か
。
全
国
の

同
和
地
区
の
所
在
地
な
戸
尽
記

載
し
た
「
部
落
地
名
総
拳
と

い
ヶ
図
書
が
、
一
冊
三
、
四
万

円
で
極
秘
に
売
ら
元
で
い
た
こ

と
が
昭
和
五
十
年
十
二
月
に
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
類
似

の
図
書
も
明
ら
か
に
な
り
、
大

企
業
牽
甲
心
に
購
入
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
で
い
ま
す
。
　

こ
れ
ら
の
差
別
図
書
は
、
同

和
地
区
の
人
々
の
就
職
の
機
会

を
悶
芦
し
、
基
本
的
人
権
か
侵

害
す
る
も
の
で
す
。
多
り
に
、

同
翻
賦
か
世
利
行
為
に
利
用

し
た
悪
質
な
差
別
行
為
で
哭

こ
の
よ
ラ
な
図
書
が
出
ホ
6
り

購
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、

部
落
差
別
が
現
存
し
で
い
る
こ

と
參
物
語
っ
で
い
ま
す
。
　

残
念
な
こ
と
に
、
市
内
に
も

こ
の
種
の
図
書
か
購
入
し
で
い

た
企
業
が
あ
登
Ｃ
だ
。
市
で

は
、
京
都
地
方
法
務
局
な
μ
と

と
も
に
企
業
に
対
し
て
共
同
啓

発
ｔ
行
っ
で
い
ま
す
。
　

私
た
ち
一
人
一
人
が
同
和
問

題
か
£
し
ぐ
認
識
し
、
お
互
い

の
人
権
鷺
尊
重
し
な
が
ら
差
別

を
な
ぐ
す
努
力
を
し
で
い
く
こ

と
が
何
よ
口
ｋ
夭
切
で
す
。
　

同
特
法
の
改
正
と
　

付
帯
決
議
の
実
現
を
　

市
で
は
、
重
点
施
策
の
一
つ

に
同
和
対
策
事
業
の
惟
恐
位

員
つ
け
、
環
境
改
善
事
業
な
ど

至
定
の
成
果
夕
み
る
に
至
っ

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
・

産
業
・
教
育
・
人
権
な
ど
重
要

な
課
題
も
多
く
、
ふ
礒
も
積
極

的
に
同
和
行
政
鷺
採
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
　

こ
の
よ
シ
だ
中
で
、
同
和
問

題
の
解
決
を
図
る
具
体
的
な
内

容
と
し
て
制
定
さ
れ
た
同
和
対

策
事
業
特
別
措
置
法
の
三
ヵ
年

延
長
期
限
が
来
年
三
月
に
控
え

で
い
ま
す
。
ま
た
、
三
ヵ
年
延

長
の
際
、
附
帯
決
議
さ
れ
た
「
実

態
の
把
握
、
法
の
磐
節
改
正

及
び
七
の
運
営
の
改
善
」
、
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
負
担
の
軽

減
」
、
「
啓
狸
錫
の
積
極
的
な

W
j
に
つ
い
で
も
具
体
化
さ

れ
で
い
ま
せ
ん
。
　

そ
こ
で
市
で
は
、
同
和
対
策

事
業
特
別
措
置
法
改
正
・
附
帯

決
議
実
現
に
灯
け
て
、
市
長
心
一

や
京
都
行
政
連
絡
協
議
心
一
か
通

じ
で
国
に
要
望
し
で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

（
同
和
対
策
室
）

人
権
相
談
を
開
設

　
人
権
週
間
に
ち
な
ん
で
、
城

申
人
権
擁
護
委
員
協
議
今
景

都
地
方
法
薇
聊
ほ
、
特
原
人

権
相
談
（
身
り
上
相
談
）
を
開

き
乖
ｙ
。
差
別
や
名
誉
棄
損
、

離
婚
や
相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、

借
地
、
借
家
堂
孤
問
題
な
ど

戸
元
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
　

相
談
は
無
料
で
。
秘
密
は
厳

守
し
栄
す
。
　

ま
た
、
当
に
お
越
し
に
な
れ

な
い
人
は
、
人
権
擁
護
委
員
宅

ま
た
は
、
京
都
地
方
法
務
局
宇

治
支
局
総
務
係
（
窓
7
1
2

2
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
〈
相
談
日
〉
　

▼
と
き
＝
・
1
2
月
4
日
金
、
午

前
1
0
時
～
午
後
4
時
▼
と
こ
ろ

・
・
・
市
民
会
館
と
西
小
倉
集
会
所

の
二
会
場
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
秘
書
課
）

人権擁護委員

山
花
忠
次
郎

山
口
政
一

向
井
信
雄

松
本
得
一

前
川
桂
子

熊
木
治
夫

入
江
甚
之
輔

井
戸
田
侃

荒
木
嘉
夫

宇
治
善
法
≪

小
倉
町
西
浦
7
2

大
久
保
町
山
ノ
内
1

宇
治
蔭
山
1
7
の
3
2

菟
道
丸
山
1
の
6
9

横
島
町
北
内
5
3

宇
治
妙
楽
1
0
8

木
幡
熊
小
路
4
の
8

木
幡
大
瀬
戸
5
0

2
1
－
2
2
4
9

2
2
‐
2
4
4
4

4
1
ー
6
4
8
8

￥
2
2
2
5

2
1
－
3
4
5
8

￥
ｏ
1
5
3

2
1
－
2
0
3
0

‘
3
1
－
8
4
8
9

3
1
－
8
2
5
0
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宇
治
の
地
を
室
町
幕
府
終
焉

の
地
と
し
た
織
田
信
長
の
槙
島

攻
め
、
伏
見
築
城
と
城
下
町
建

設
に
と
も
な
う
秀
吉
の
ｚ
川

改
修
は
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の

転
換
期
の
真
只
中
に
あ
っ
て
、

こ
の
地
域
の
長
い
歴
史
を
二
分

す
る
ほ
ど
の
で
き
ご
と
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
す
で
に
幾
度
ね
ぶ

れ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ

こ
数
回
に
わ
た
り
、
云
Ｆ
巡

時
代
の
転
換
夕
象
徴
す
る
様
相

蔵
た
と
え
ば
宇
治
橋
に
、
ま

た
川
瀬
の
水
車
に
み
て
4
だ
の

だ
が
、
今
回
は
、
「
字
治
・
黄

槃
図
屏
風
し
と
い
之
箇
の
題

材
お
よ
び
回
家
の
動
機
に
、
時

代
転
換
の
Ｉ
断
面
か
み
る
こ
と

国民年金の相談も　　

社会保険事務所へ

今日から管轄区域が変更に

　
京
都
府
で
は
、
増
大
す
る
年
金

相
談
に
応
え
で
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

奎
凶
る
た
め
、
十
二
月
一
日
か
ら

各
社
会
保
険
事
務
所
で
国
民
年
金

と
厚
生
年
金
の
両
方
の
業
務
か
仔

い
豪
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
厚
生
年

金
″
け
の
相
談
や
照
会
に
5
じ
で

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
o
＾
ａ
は
、
同

時
に
国
民
年
金
に
つ
い
で
匁
符

け
ま
す
の
で
、
せ
い
ぜ
い
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

に
述
べ
る
こ
と
が
あ
っ
た
し
、

五
ヶ
庄
の
天
領
（
幕
府
領
）
へ

の
収
公
お
よ
び
摂
津
伊
丹
郷
と

の
替
地
問
題
に
つ
い
で
も
、
近

く
そ
の
詳
細
が
語
ら
元
る
こ
と

に
な
る
だ
る
コ
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
寛
恋
心
年
（
一
六
六
一
）
。

こ
の
摂
関
家
有
縁
の
地
五
ヶ
庄

に
、
中
国
僧
隠
元
隆
埼
を
開
祖

と
す
る
黄
柴
山
万
福
寺
が
創
建

　
こ
れ
に
と
も
な
っ
で
、
各
社
会

保
険
事
務
所
の
管
轄
区
域
が
恋
更

に
な
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、
’
福
祉
年

金
の
業
務
は
、
京
都
府
国
民
年
金

課
で
行
い
ま
す
。
）
厚
生
年
金
の

請
求
な
ど
の
窓
口
は
、
事
業
所
の

所
在
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事

務
所
で
す
の
で
左
表
で
、
各
自
の

社
会
保
険
事
鶏
所
蓼
ｌ
つ
二
度
お

社会保険事務所の管轄区域

電話 管轄区域

　上・京

社会保険事務所

（，帽：1ニ閤　

（国民年金専≪）

上京区．綾部市，与謝郡北区．宮津市，中郡

福知山市、天田郡，竹野郡舞鶴市，加佐郡，熊野郡

　中京

社会保険事務所

（，帽湿二回　　　

｛国民年金専剛

中京区，山科区

左京区，北桑田郡

　下京

社会保険事務所

（，りまm　　　

（i民年金専用）

下京区，亀岡市

東山区．－≪S井郡

　京都爾

社会保険事務所

（，叫ごお　　　

（国民年金専用）

伏見区，八幡市．相楽郡

宇治市，久世郡

城陽市．綴喜郡

　京都西

社会保険事務所

（，帽崇：昌　

（I民年金専m

南区．西京区

向日市，右京区

長岡京市，乙訓郡

1
月
1
1
日
か
ら
開
始

宇
治
市
史

の
窓

12月4日



12月1日発行第577号1981キ（昭和56キ）市政だより、治宇

宅
配
で
一
番
多
い
1
,
7
0
0
円

　
十
一
月
土
八
日
、
市
で
は
消
費

忠
石
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
灯
油
価
格

調
査
か
行
い
ま
し
た
。
毎
年
実
施

す
る
調
査
拿
ふ
、
今
年
は
原
油

の
価
格
上
昇
な
ど
に
よ
っ
で
四
月
、

八
月
に
行
Ｑ
れ
｀
完
売
び
各
社
の

大
幅
な
値
上
げ
が
、
戸
瓦
ほ
戸
示

売
価
格
に
影
響
し
で
い
る
か
を
調

べ
る
こ
と
ね
自
的
の
一
つ
で
す
。
　

調
査
は
、
小
売
店
や
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
市
内
の
灯
油
販
売

店
八
十
五
店
金
屋
に
、
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
二
十
三
人
の
一
斉
聞

＊
Ｐ
Ｊ
ｓ
＼
ｐ
ｊ
：
Ｃ
。
ま
し
た
。

宇
治
琵
琶

本
杉
美
紀
ち
ゃ
ん

　しっかり歩けないのに。すべり

台で遊びます。お姉ちゃんにとっ

ても、かわいい妹なのです。　　

この欄に掲載するお子さん（55

年12月生まれ）を募集しています。

文書広報課へご連絡ください。

11月16日現在

　
今
回
の
調
査
結
果
は
表
の
と
お

り
で
す
。
今
年
一
月
の
調
査
と
比

較
す
る
と
、
一
八
‥
い
の
店
頭
価
格

の
平
均
が
千
三
百
九
十
九
円
か
ら

エ
ハ
亘
〈
十
五
円
へ
と
一
九
Ｕ
の

値
上
が
り
、
宅
配
価
格
の
平
均
が

千
四
百
五
土
（
円
か
ら
于
ぶ
旦
八

円
へ
と
一
七
り
の
値
上
が
り
に
な

っ
で
い
ま
す
。
最
多
販
売
価
格
は

　
交
通
事
故
相
談

　
市
で
は
、
交
通
事
故
相
談
を
行

い
ま
す
。
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

▼
と
き
…
1
2
月
1
0
E
附
午
後
1

店
頭
渡
し
で
エ
八
百
五
十
円
、
宅

§
ぶ
七
百
円
。
こ
れ
は
一
月
の

調
享
富
も
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百
五

十
円
高
く
な
っ
で
い
ま
す
。
　

調
査
し
た
八
十
五
店
の
中
で
高

値
と
安
値
の
価
格
差
は
、
店
頭
価

格
で
二
百
二
十
円
、
宅
配
価
格
で

二
百
円
と
大
き
な
ひ
堂
西
あ
り

ま
し
た
。
　

地
域
別
で
は
、
店
頭
売
り
で
東

宇
治
が
最
も
安
ぐ
、
つ
い
で
中
宇

治
、
西
宇
治
の
順
に
高
く
な
っ
で

い
ま
す
。
宅
配
で
は
中
宇
治
が
最

も
安
く
、
西
宇
治
、
東
宇
治
の
順

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
　

ま
た
、
販
売
店
別
で
は
店
頭
、

時
半
1
4
時
ｙ
と
こ
ろ
・
：
市
民
心
一

館
2
階
会
議
室
▼
相
談
員
…
弁
護

士
▼
申
し
込
み
・
：
市
役
所
交
通
労

政
課
へ
。
　
　
　
　
　
　

（
交
通
労
務
課
）

　
身
障
者
福
祉
大
会

　
市
で
は
、
国
際
障
害
者
年
を
記

念
し
て
、
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

を
開
孝
示
す
。
多
数
ご
参
加
ぐ
だ

灯油価格調査の結果（18Ｌ当りの価格）

店頭価格宅配価格

市内全体－

平均値 1665　　　円1706　　　円

高値 1750 1800

安値 1530 1600

最多販売　価格1650 1700

地域別

平均

東宇治 1656 1715

中宇治 1657 1699

西宇治 1675 1704

宅
配
と
も
、
小
売
店
の
方
が
安
値

の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

（
商
工
観
滋
課
）

さ
い
。
　

Ｖ
と
き
・
：
Ｄ
一
月
1
3
E
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ
…
醍
醐

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
Ｖ
内
容
・
・
表
彰
式
、

記
念
講
演
会
―
「
人
間
の
福
祉
を

考
政
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
師

は
龍
谷
大
教
授
の
ぢ
本
一
義
さ
ん
、

意
見
発
表
＝
各
障
害
者
団
体
、
福

祉
の
つ
ど
い
▼
申
し
込
み
…
障
害

煮
口
体
に
加
入
し
で
な
い
人
は
、

福
祉
事
務
所
福
祉
課
へ
。
　
　
　
　
　
　
　
　

（
福
祉
課
）

　
献
血
　

▼
掟
拓
日
困
・
・
Ｉ
コ
ピ
ア
臥
関

西
工
場
で
、
午
前
1
0
時
か
ら
正
午

ま
で
。
早
治
黄
栞
病
院
で
、
午
後

1
時
半
か
ら
1
時
半
ま
で
。
　
　
　
　
　
　

（
保
健
衛
忠
課
）

　
犬
の
引
き
取
り

　
Ｖ
と
き
…
1
9
一
月
8
日
㈹
Ｖ
と
こ

ろ
…
木
幡
公
民
分
館
―
午
前
1
0
時

4
0
分
。
小
倉
公
民
館
＝
1
0
時
5
0
分
、

日
秘
公
一
堂
＝
1
1
時
一
…
一
分
、
宇
治

保
健
所
Ｈ
時
2
0
分
。
　
　
　
　
　
　

（
保
健
衛
生
課
）
　

年
末
く
ら
し
の
資
金
　

年
末
を
鴛
筧
、
牛
活
に
お
困

り
の
世
帯
に
く
ら
し
の
資
金
を
お

貸
し
し
ま
す
。
　

貸
付
金
額
は
年
間
十
万
円
以
内

で
、
貸
付
条
件
は
無
利
子
・
無
担

保
で
す
。
返
済
は
四
ヵ
月
す
え
置

い
た
の
ち
、
二
十
ヵ
月
の
月
賦
返

済
。
　

対
象
は
、
牛
活
保
護
世
帯
m

く
妾
擬
護
基
準
の
Ｉ
・
五
倍
以

内
の
収
入
で
、
落
命
ボ
ー
ナ
ス
の

な
い
世
帯
で
す
。
　

希
望
の
人
は
、
近
ぐ
の
民
生
委

員
六
λ
に
相
談
さ
れ
、
申
込
書
に

住
諧
ｔ
の
写
し
盈
添
え
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ
申
1
込
ん
で
ぐ
だ
さ

い
。
　

貸
付
ｍ
は
1
2
月
2
4
日
で
す
。
’
　
　
　
　

（
襲
獄
祉
協
議
会
）

　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
　

今
年
も
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

奎
行
い
ま
す
。
　

こ
の
運
動
は
、
「
み
ん
な
そ
ろ

っ
で
明
る
い
お
正
月
を
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
1
2
月
1
5
m
ま
ｐ

募
会
脳
を
し
ま
す
。
　

ご
協
力
剪
鵡
い
し
栄
す
。
　
　

（
共
同
募
金
会
。
　
　
　
　

襲
福
祉
協
議
会
）

催
し

　
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
　

宇
治
市
肆
下
競
技
協
会
で
は
、

第
一
回
早
治
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

を
開
き
ま
す
。
　

▼
ぬ
T
1
2
月
1
3
E
㈲
午
前
9

時
か
ら
▼
コ
ー
ス
…
市
教
育
委
員

会
甲
山
城
総
合
運
動
公
園
横
↓

白
川
区
Ｌ
立
場
慾
早
麦
鶏
場
前

で
近
尨
し
▼
種
目
・
：
年
齢
制
限
な

し
の
Ｉ
…
…
7
μ
か
ら
小
学
生
の
2
．
。

μ
ま
で
の
8
部
Ｖ
参
加
料
…
一
般

五
百
円
、
高
校
生
三
百
円
、
小
・
中

学
生
二
百
円
、
い
ず
れ
も
保
険
料

を
含
む
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
2
月
6
日

ま
で
に
、
宇
港
弐
番
5
3
増
永
行
廣

気
付
至
吊
膝
王
競
技
協
会
へ
。

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

明
記
。
　
　
　
　
　
　

（
社
会
教
育
課
）

募
集

　
槇
島
中
の
校
章
　

昭
和
五
十
七
年
四
月
に
横
島
町

本
屋
敷
に
開
校
す
る
新
設
中
学
校

の
名
杯
募
集
衆
し
た
結
果
、
。
宇

治
市
立
横
島
中
学
校
”
と
決
ま
り

ま
し
た
。
　

そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
で
は
Ｉ

さ
ら
に
横
島
中
学
校
の
校
章
夕
穿
。

集
し
ま
す
。
　

▼
応
募
資
格
…
市
民
▼
5
募
方

法
・
：
官
製
は
が
き
、
ま
た
は
同
じ

大
窟
ご
の
白
紙
に
黒
色
で
実
物
大

以
上
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
デ
ザ
イ
ン

の
注
釈
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
忿
明
記
ｖ
応
募
先
・
・
・
1
2
月
1
4

日
ま
で
に
、
〒
ｍ
宇
治
琵
琶
4
5
L
。

宇
治
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　

（
学
校
教
育
課
）

　
　
　
　
　
＾
＞
■
＞
－
■
＜
■
ｔ
＾

公民館のお知らせ

　
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
Ⅳ

　
小
学
校
五
・
六
年
生
以
上
の
少

年
少
女
夕
対
象
に
、
毎
月
一
回
い

ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
教
室
を
開
い

○宇治市公民館・・俘治里尻71の　

9（萱＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑　

34の7（tSc8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺　

内91（豊c4687）

で
い
ま
す
。
今
月
は
、
。
和
だ
Ｆ

を
つ
く
り
ま
す
。
　

▼
と
き
・
・
・
1
2
月
1
3
日
朗
午
前
1
0

1
午
後
1
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公

民
館
Ｖ
指
導
・
・
・
公
民
館
職
員
▼
材

料
代
…
四
百
円
▼
申
し
込
み
…
は

が
見
篭
話
で
小
倉
公
民
館
へ
。

先
着
5
0
人
で
す
。
　
　
　
　
　
　

（
小
倉
公
民
館
）

お
茶
の
み
コ
ン
ク
ー
ル

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
の
催
し
と

し
て
、
お
茶
飲
み
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
き
示
す
。
そ
こ
ら
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
お
気
軽
に
参
加
し
で
ぐ

だ
さ
い
。
　

Ｖ
と
き
・
・
・
1
2
月
5
日
田
午
後
2

時
～
3
時
Ｖ
対
象
・
：
市
民
な
ら
ど

な
た
で
も
。
　
　
　
　
　
　

（
木
幡
公
民
館
）

農業振興祭

宇
治
・
城
陽
・
久
御
山
の
二
市
一
町
で
、

豊
か
な
暮
ら
し
と
農
業
の
発
展
を
願
っ

て
、
第
十
七
回
農
業
振
興
祭
を
開
き
ま

す
。
秋
の
実
り
を
祝
っ
て
新
鮮
な
農
産

物
の
即
売
も
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
1
2
月
6
日
圓
午
前
9
時
半
か

聯

ら
3
時
ま
で
▼
と
こ
ろ
・
：
城
陽
市
寺
田

西
小
学
校
▼
内
容
…
農
産
物
品
評
会
、

お
米
料
理
の
試
食
、
も
ち
つ
き
の
実
演

な
ど
。
な
お
、
出
品
農
産
物
の
即
売
は

午
後
2
時
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
林
茶
業
課
）

移
動
図
書
館

（
1
2
月
分
）

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

1
2
／
2
3
g

1
2
／
2
2
㈹

1
2
／
1
8
i

1
2
／
1
7
團

1
2
／
1
6
哨

1
2
／
1
5
g

1
2
／
1
1
㈲

1
2
／
9
團

1
2
／
8
㈲

1
2
／
3
團

1
2
／
2
哨

1
2
／
1
㈲

日

明
星
町

志
津
川

槇
角

黄
彙

南
山

遊
田

神
明

奥
広
野

広
野

南
陵
町

伊
勢
田 開

野
神

白
川

蔭
山

槇
島

平
盛

西
大
久
保

大
久
保

緑
ヶ
原

南
小
倉

北
小
倉

地
区

4
・
0
5
・
○
1
・
3
ー
ー
・
3

3
・
0
4
・
Ｏ
1
・
3
～
1
・
○

Ｏ
・
Ｏ
Ｉ
・
0
1
・
○
～
1
・
Ｏ

5
・
0
6
・
0
1
・
1
～
―
・
Ｏ

4
・
0
4
・
○
1
・
○
～
1
・
5

4
・
0
6
・
○
1
・
0
1
1
・
Ｏ

1
5
・
O
＿
！
D
．
O
0

1
4
‥
0
0
～
Ｍ
5
0

ｏ
・
0
1
■
o
1
・
Ｏ
ー
1
・
り
｀

4
・
0
5
・
Ｏ
1
・
ｏ
～
1
・
4

4
・
0
5
・
0
1
・
Ｏ
～
1
・
4

4
・
0
5
・
0
ｌ
・
O
”
”
i
－
H
－
N

1
・
0
1
・
Ｏ
1
・
○
ー
ー
・
4

Ｏ
・
Ｏ
Ｏ
・
0
1
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
3

5
・
0
6
・
Ｏ
1
・
○
～
1
・
2

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
3
0

4
・
0
6
・
Ｏ
1
・
4
～
1
・
○

3
・
0
4
・
Ｏ
1
．
3
～
1
・
り
｀

Ｏ
・
0
1
・
Ｏ
1
・
Ｏ
～
1
・
0

4
・
0
6
・
Ｏ
1
・
○
～
1
・
○

4
・
0
5
・
Ｏ
―
・
○
～
1
・
2

ｏ
・
0
1
・
Ｏ
1
・
Ｏ
～
1
・
4

時
間

明
星
集
会
所
前

竹
久
商
店
慣
広
場

福
角
公
園
前

万
福
寺
駐
車
場

南
山
ロ
ー
タ
リ
ー

避
田
三
角
公
園

城
南
荘
児
童
公
園
横

奥
広
野
入
口

大
久
保
小
学
枚

二
丁
目
公
園
前

伊
勢
田
神
社

開
公
民
分
館
前

池
な
ら
商
店
向
い
側

元
茶
工
場
前

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
横

紫
ヶ
丘
公
民
分
館
前

平
盛
小
学
枚

西
大
久
保
小
学
枚

旦
椋
公
会
堂
前

緑
ヶ
原
児
童
公
園

南
小
倉
小
学
校

北
小
倉
小
学
枚

畦
車
場
所

　
〈
市
民
図
書
室
の
休
室
日
〉

ｗ
ａ
毎
週
月
曜
日
と
1
日
、
2
9
m
’
3
0
m
’
3
1
n
m
・
．
’

1061

第
1
回
灯
油
価
格
調
査

　
「
生
命
は
食
に
あ
り
」
の
言

葉
の
ぷ
フ
に
、
健
や
か
な
人
生

Ｍ
ｉ
3
Ｋ
？
－
｝
Ｊ
め
に
は
ま
き
が
い
と

と
も
に
、
正
し
い
食
牛
居
の
あ

り
方
が
大
切
で
す
。
老
年
期
に

入
っ
で
か
ら
で
も
食
牛
活
な
ど

に
注
誓
裁
え
ば
、
老
化
か
遅

ら
せ
る
こ
と
は

十
分
可
能
な
こ
⑩

と
な
の
で
す
。
　

私
た
ち
の
体

は
、
年
夕
ど
る

と
と
も
に
消
化

吸
収
能
力
や
感

覚
機
能
、
運
動

機
能
が
低
下
し

で
孝
柔
す
。
さ

ら
に
、
歯
の
欠

夕
薬
し
む
工
夫
が
必
要
で
す
。

参
人
に
も
個
人
差
が
あ
り
、
若

い
人
よ
り
よ
く
食
べ
る
人
、
好

き
嫌
い
の
あ
る
大
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
と
思
わ
れ
ま
す
。
老
人
の

食
習
慣
や
好
み
の
も
の
な
ど
正

し
ぐ
理
解
し
た
上
で
、
適
切
な

食
牛
活
が
送
れ
る
よ
う
配
慮
し

で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

④
野
菜
は
レ
タ
ス
、
キ
ャ
ベ
ツ
　

ぱ
か
り
で
な
ぐ
葉
菜
、
根
菜
　

類
を
十
分
と
る
。

⑤
動
物
性
脂
肪
を
避
け
、
植
物
　

性
脂
肪
か
ど
る
。

Ｒ
ｅ
か
め
、
昆
布
、
ひ
じ
き
な
　

戸
渥
草
牽
十
分
に
と
る
。

m
’
砂
糖
の
と
り
過
ぎ
に
注
　

意
す
る
。

♀
ハ
豆
や
み
そ
、
と
”
Ｔ
ｙ
＾
m

腰
が
曲
ら
ぬ
よ
う
　
　
　
　
　

乳
製
品
を

老
化
防
止
の
1
0
訓

①
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
。

②
食
べ
過
ぎ
を
避
け
、
腹
八
分
　

目
に
す
る
。

③
白
米
ぱ
か
り
で
な
ぐ
玄
米
、
　

胚
芽
米
、
麦
、
豆
、
い
も
な
　

ど
を
食
べ
る
。

　
べ
る
。

⑨
酒
や
タ
バ
コ
は
ほ
ａ
ｊ
ａ
ど
に
　

す
る
。

9
摺
な
運
動
忿
す
る
。

老
人
食
の
注
意

　
糖
質
食
品
は
、
か
み
こ
な
す

の
が
比
較
的
容
易
で
、
消
化
吸

収
さ
れ
や
す
い
の
で
食
べ
過
ぎ

食品構成と老人の1日量

栄養素 はたらき 食品 sot台 70歳以上

たんぱく質
血や肉を

つくる

牛孔・孔製岫

卵

肉・魚

とうふ・aIS

200g

　40

100

　75

200g

　40

100

　75

ビタミンミネラル

体の調子
をよくす
る
病気を予防する

絨黄色野菜

淡色野菜

くだもの

海草類

　80

180

160

　3

　80

170

160

　3

糖質
脂肪

力や体温

となる

殼類

いも類

油脂

370

　40　

15

320

　40　

10

ま
す
が
、
肥
満
防
止
な
ど
の
た

め
か
た
よ
ら
な
い
ぶ
つ
に
し
ま

し
ょ
う
。
　

し
好
的
に
も
た
ん
ば
ぐ
質
を

と
る
量
が
少
な
ぐ
な
ぴ
が
ち
で

す
の
で
、
意
識
的
に
良
質
な
も

の
夕
と
り
ま
し
ょ
う
。
　

腰
が
曲
っ
た
り
、
骨
折
し
や

す
く
な
ら
な
い
ぶ
っ
に
、
カ
ル

シ
ウ
ム
が
最
も
効
果
的
に
と
れ

る
キ
乳
や
乳
製
品
か
と
り
ま
し

　
野
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
供
給
の
ほ

か
に
便
秘
を
防
い
だ
り
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
m
え
た
り
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
生
野
菜
は

食
べ
に
ぐ
い
の
で
、
お
ろ
ｒ
巡

Ｓ
＼
刻
ん
だ
ひ
し
で
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
ゆ
了
鼻
器
か
く
し
お

原
に
‥
弔
あ
え
物
な
ど
に
し
た
も

の
も
食
べ
や
す
い
で
し
ょ
う
。
　

1
好
品
は
楽
し
む
程
度
に
し
、

食
欲
に
影
響
が
出
な
い
よ
ｙ
つ
に

し
ま
し
ょ
う
。
（
保
健
衛
生
課
）

損
、
高
血
圧
、
心
臓
病
、
糖
尿

病
、
慢
性
便
秘
な
ど
の
疾
串
石

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
　

老
年
期
の
食
牛
活
は
、
こ
う

し
た
身
体
機
能
の
低
下
や
調
子

に
命
幻
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
と
と
も
に
、
食
牛
活

案
内

みんなの健康
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1（火）●心配ごと相談 　　　　相談ごあんない　　

身近な悩みにぉ答えします。

乳児相談…6～11ヵ月児の栄養・　

保育・発達などの相談に応じます。　

毎月市内各所で9時半～11時に　

実施。日程・会場は相談カレン　

ダーに掲載。

幼児相談…1～3歳児のことぱ・　

しつけ・発達などの相談に応じ　

ます。毎月1回、13時半～14時　

半まで保健医療センターで実施　

日程は相談カレンダーに掲載。

血圧相談・・・血圧測定のほか、食事　

についての相談に応じます。毎　

月市内各所で9時半～11時に実　

施。日程・会場は相談カレンダ　

－に掲載。

家庭児童相談…18歳までのこども　

の養育や、こどもをとりまく家　

庭・学校・地域社会のどんな相　

談にも応じます。月～金曜日の　

10時～16時まで宇治福祉園内家　

庭児童相談室（菟道荒横37）で　

実施。また、毎月第2・4火曜　

日の10時～15時まで宇治市小倉　

公民館で出張相談も実施。問い　

合わせ…n⑩8698宇治市家庭児　

童相談室へ。

2困

3困 ●法律相談

4＾
人権相談（市民会館10時～19時）血圧相談（市民会館9時半～11

時）

5吐）●結婚相談

6⑧

7㈲
乳児相談（保健医療センター

9時半～11時）

8㈹

●心配ごと相談
●年金相談　家庭児童相談（小倉公民館10　

時～15時）

9伽
移動消費生活相談（小倉公民

館10時～15時）

lo困

●法律相談　
交通事故相談（市民会館13時　
～16時）弁護士．申込みは市役　
所交通労政課（n⑩3i4i）へ。

11i）

幼児相談（保健医療センター
13時～14時半）
血圧相談（開公民分館9時半
～11時）

12（i）
●姑低珀詰 ｌ・

13⑧

14（月）
乳児相談（西小倉集会所9時半～11時）

15（火）
●心配ごと相談　青少年相談（市民会館13時～16時）　

移動市民相談（広野丸山集会所10時～15時）

16團
精神薄弱者相談（市民会館13時～16時）

　　　　　　木幡（熊小路）　　　　　　五ケ庄（雲雀島、谷前、西田、古川、北ノ庄、壇ノ　　　　　　　　　

東、寺界道、野添、大林．梅林、西浦、新開12／117平野、折坂、福角、一・二・三番割、国鉄以　　　　　　　　　

西の芝ノ東）　　　　　　菟道（平町）

　　　　五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、　　　　　　　　戸ノ内、京大宿舎）　　　　

菟道（平町を除く全域）218明星町（全域）　　　　

志津川（全域）　　　・宇治（山本．乙方．東内、又振、山田）

　　　　　宇治（里尻、小桜．宇文字、壱番、妙楽、蓮華、　　　　　　　　　塔川、善法．東山、下居、琵琶、野神、弐番321

池丿森、米阪、矢落．若森、国鉄以南の天神）　　　　　白川（全域）

　　　　南陵町（全域）　　　　羽拍子町（国道筋を除く全域）　　　　

神明（全域）422宇治mm、大谷、野神一部）　　　　

琵琶台（全域）　　　　広野町（小根尾一部）

　　　　開町（国道筋を除く全域）723広野町（小根尾．大開、尖山、宮谷．中島、丸山）　　　　

西大久保府営住宅（1～20棟）

　　　　　広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除　　　　　　　　　く西裏・茶屋裏）

824大久保町atノ山、山ノ内、南ノロ、大竹、上ノ山、　　　　　　　　　久保）　　　　　

西大久保府営住宅（21～32棟）

　　　　　安田町（全域）　　　　　伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒．新中ノ　　　　　　　　　

荒、ウトロ．南山）925開町（国道筋）　　　　　

広野町（成田．新成田．国道筋の西裏・茶屋裏、派　　　　　　　　　出所前から近鉄踏切までの府道筋）　　　　　

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

　　　　　宇治（半白）　　　　　小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）1026羽拍子町（国道筋）　　　　　

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山．毛語）

　　　　　小倉町（南浦、山際、京銀前から南京信前までの市　　　　　　　　　道a以南の西浦）
1128伊勢田町（遊田、砂田）　　　　　西大久保府営住宅（33～43棟）

　　　　　小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前1229までの市道筋以北の西浦）　　　　　

伊勢田町（南遊田）

　　57横島町（全域）141／4小倉町（近鉄以東の新田島）　　　　
宇治（戸ノ内、蔭山、国鉄以北の御廟・天神）

　　　　　木幡（平尾、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ内、赤155塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑、国　　　　　　　　　

鉄以東の正中・東中）

　　　　　六地蔵（全域）　　　　　木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

166中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中　　　　　　　　　・東中）　　　　　

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

し尿収集日程

表

城南衛生管理組合

八幡市八幡沢
TEL075－631－5171～3

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・関町・太久保町地域
16田原、井ノ尻、旦椋、平盛、南ノロ

　　北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保、南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、17寺山（翠光園団地）

　　寺山、大開一部、宮谷、尖山一部、丸山、一里山（府道以南、市道以東）、中島、石塚（心華18寺通以西）

1Q吏鼻一串山桐冷谷聞町7TSf，！｀、茎去涌Pi婁ゝ宵晋一－翔
121小根尾、大開一部、尖山一部、宮東｀．宮西｀宮北｀

222野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若盗（国咎以南）矢孤（国鉄以南）
3下居、善法、壱番、妙楽、宇文字、里尻（国鉄以南）、塔川
4蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山太、荒椎、田中、大垣内、妙見

　　　　　森本（国鉄以東）、段ノ上、藪里、東・西隼上り、東中、酉中、河原、門前、只川、中筋、5池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

　く年末年始の特別収集のお知らせ〉

　し尿の特別収集は12月23日から行います。くわしいことは市政だより12月21日号でお知らせします。・　収集もれの場合は、必ずマンホール（収集口）側から確認の上、翌日（日・祝日は次の日）に城南衛生管理組合（a075－631－5171）へご連絡ください。　　　　　（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横鳥町・牢治・羽拍子地域
9老ノ末、久保、西山（国道以東）、蓮池

　　東山、天王、寺内一部、蔭山、吹前．中川原（大川原線以東）、十一10（大川原線以東、国道以東）十六ぐ国道以東）十八（国道以東）

11寺内、酉浦
12南堀池（本通以北）、雨堀池r太涌以南ゝ
14南堀池（大和、田中）、Mm

　　mm田、遊田、砂田．南山．ウトロ、毛語－部、中ノ荒、井尻、15‘中ノ田、名木、浮面、安田田T全虚

　　中山（近鉄以東）、大谷、四畑、中畑、春日森、－ノ坪、mm、大16町、大川原、中川原（大川原論PJ丙）

17中山（近鉄以西）、毛語、看林
18羽拍子
19蛇塚、弐番（府道以北）、池杏米阪

　　　　　北山A．B・c・D団地、中央台、西山（国ii以西）、神楽田（L呻121含tf＾

955＞ョノ肉一矢薦（B撤以北）、若森（匡鮫辿ヒ）、里尻（国政以ゴリ、ー小伝
3東目川、西目川、南萬合（O～3の雨杓4でゝ
4南政合Cdの涌り以隆～13の涌h＊？ゝ
5南浦（100～110．84～S、泗～・S”）大京団地山際一部
7南浦、西浦一・SB．神楽田一都o祈齢以丙ゝ

　　　　　山際、半白．薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、郡、8石橋（大川原線以東）

1062

す
み
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い
環
境
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（
宇
治
市
民
憲
章
か
ら
）
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回
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17俐

●高齢者無料職業相談　
乳児相談（広野公民分館9時半～11時）

●法律相談　
行政相談（市役所10時～16時）国や府・市への要望・苦情

18吻 血1＋相談（城南荘集会所9時半～11時）

19（iO ●結婚相談

Ｑ・

賜 20⑨
烈

烈

・y

V｀

2月

22㈹
●心aeごと相談　
家庭児童相談（小倉公　
巨！≪SiO臨～1R臨＾

　　社会福祉協議会の相談　

1人で悩まず、お気軽にご相談

を。（社会福祉協議会＝宇治橋通
り市役所分庁舎内・O⑩5650）

●’C－配ごと相談（民生児童委貝）　

毎週火曜日、13時～15時、社会　
福祉協議会で。よろず相談全般。

●法律相談（弁護士）　
毎月第i・2・3・4木曜日．3時半　

～15時半、市民会館で。法律問　

題全般。

●結婚相談（・専任相談員）　
毎週土曜日、13時～15時、当分　
の間、市民会館で。登録・紹介。

●高齢者無料職業相談（京都府社　

協・相談所員）　
毎月第3木曜日、10時－15時、　
社会福祉協議会で。高齢者の求　

人・求職など。
●年金相談（社会保険労務士）　

毎月第z火曜日、10時～12時、　

社会福祉協議会で。年金全般。

23困
消費生活相談（市役所

10時～15時）

24困
●法律相談

25i）

26tt）

27⑧

・ Ｖ

ふ 「 ・ －

・ ゝ

28（月）

29火

30困

31困

市役所清掃課TEL223141番もえないゴミ収集日程表
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